
９
月

令
和
６
年
（
2
0
2
4
）

№
2
3
5
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８
月
15
日
︵
木
︶、﹁
第
20
回
津
野
町
夏
ま
つ
り
﹂
が
西
運
動
公
園
お
よ
び
東
津
野
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ス
ト
は
若
手
演
歌
歌
手
の
徳
永
ゆ
う
き
さ
ん
、
武
田
鉄
矢
さ
ん
の
も
の

ま
ね
な
ど
で
有
名
な
ホ
リ
さ
ん
を
お
招
き
し
、
笑
い
と
元
気
を
届
け
る
ス
テ
ー
ジ
を
開

演
。

　﹁
徳
永
ゆ
う
き
歌
謡
シ
ョ
ー
﹂で
は
、
な
ん
と
か
な
る
さ
、
北
酒
場
な
ど
を
熱
唱
、
そ
の

歌
声
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。﹁
ホ
リ
も
の
ま
ね
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
﹂で
は
、
木
村
拓
哉
さ
ん
や
出
川

哲
朗
さ
ん
な
ど
、多
く
の
方
の
も
の
ま
ね
を
披
露
。歓
声
と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ー
の
途
中
で
は
、
お
二
人
と
も
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
、
観
客
の
方
が
た
と
写
真
撮
影

や
握
手
を
し
た
り
と
、思
い
が
け
な
い
演
出
に
大
喜
び
。

　
最
後
は
、
ゲ
ス
ト
二
人
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の﹁
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
﹂を
合
唱
、会
場
も
一
体
と
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
約
１
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
輪
の
花
が

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
立
ち
並
び
、
お
盆
で
里
帰
り
し
て
い
る
方

や
町
内
外
か
ら
の
来
場
者
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
津
野
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
︶

\ 徳永さんとホリさん /
第
20
回
津
野
町
夏
ま
つ
り

「世界に一つだけの花」のハーモニー「世界に一つだけの花」のハーモニー

2,000人余りの観客で大盛況！2,000人余りの観客で大盛況！
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第
20
回
津
野
町
夏
ま
つ
り
　
ご
協
賛
の
お
礼

※

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

一
、
金
15
万
円
也

　
葉
山
建
設
協
会

一
、
金
10
万
円
也(

順
不
同)

　
Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お
　

　
　
　
　
　
　
　
葉
山
支
所

(

有)

谷
脇
工
業

一
、
金
７
万
円
也

　
津
野
町
役
場
職
員
会

一
、
金
５
万
円
也(

順
不
同)

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
　
東
津
野
支
所

　
　
　
　
　
　
　(

高
西
地
区)

　
津
野
町
商
工
会

(

株)

鉄
筋
　
岡
﨑
組

(

有)

葉
山
土
木
コ
ン
サ
ル

(

株)

サ
ン
土
木

　
　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
ミ
タ
ニ
建
設
工
業(

株)

一
、
金
３
万
円
也(

順
不
同)

(

有)

稲
田
建
設

(

株)

谷
渕
組

　
津
野
町
森
林
組
合

(

株)

中
成

(

株)

潮
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
高
知
事
務
所

　
高
知
消
防
シ
ス
テ
ム(

株)

　
高
知
総
合
防
災(

有)

　
柴
田
運
送(

株)

　
杉
本
土
建(

株)

　
須
崎
地
区
森
林
組
合

一
、
金
２
万
円
也(

順
不
同)

　
栄
興
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト(

株)

(
株)

山
興

(

有)
創
研

(

有)

高
橋
建
設
　
　
　

　
津
野
山
警
備(
株)

(

有)

野
波
建
設

(

有)

東
津
野
砕
石
工
業

(

有)

梼
原
運
送

一
、
金
１
万
円
也(

順
不
同)

(

有)

市
川
工
建

　
大
谷
商
店

　
熊
岡
工
務
店

(

有)

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
デ
ィ
ス
カ

　
下
元
建
材

(

有)

下
元
産
業

(

株)

四
国
銀
行
　
東
津
野
代

　
理
店

(

有)

新
田
ハ
イ
ヤ
ー

　
新
田
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

　
高
橋
歯
科
診
療
所

　
農
家
民
宿
　
竹
城

　
津
野
山
砕
石
工
業(

株)

(

有)

ナ
カ
イ
テ
レ
ビ

　
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ

(

有)

中
本
モ
ー
タ
ー
ス

　
鍋
島
石
油
店

　
西
元
青
果
店

　
葉
や
ま
の
歯
い
し
ゃ
さ
ん

(

有)

東
津
野
運
送

　
東
津
野
衛
生
社

　
ブ
ル
ー
メ

　
松
尾
電
工(

株)

(

株)

満
天
の
星

(

有)

八
幡
工
業

遊
山
四
万
十
　
せ
い
ら
ん
の
里

　
大
丸
茶
舗

(

株)

Ａ
Ｓ
Ａ
設
計
事
務
所

(

株)

Ｒ
Ｋ
Ｃ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　
岡
村
自
動
車

　
北
村
商
事(

株)

(

株)

建
築
企
画

(

株)

高
知
銀
行
　
梼
原
支
店

(

一
社)

高
知
県
山
林
協
会

　
高
知
信
用
金
庫

　
　
　
　
須
崎
つ
の
や
ま
支
店

(

株)
コ
ト
ブ
キ

(

株)

金
剛

(

有)

笹
岡
印
刷
所

四
国
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー(

株)

(

株)

ジ
ャ
ク
エ
ツ

高
知
店

　
セ
コ
ム
高
知(

株)

(

有)

艸
建
築
工
房

　
大
旺
新
洋
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
高
知
建
築
本
店

(

株)

ダ
イ
セ
ン

(

株)

武
商
会

　
田
中
石
灰
工
業(

株)

(

株)

ト
サ
ト
ー
ヨ
ー

(

株)

中
村
防
災
サ
ー
ビ
ス

　
南
海
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス(

株)

日
鉄
鉱
業(

株)

　
鳥
形
山
事
業
所

(

有)

濱
田
ポ
ン
プ
商
会

(

株)

響
建
設

扶
桑
電
通(

株)

　
高
知
営
業
所

　
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

(

株)

ほ
っ
と
こ
う
ち

(

株)

マ
サ
キ
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

(

株)

ユ
ー
エ
ス
ケ
ー

(

株)

若
竹
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

一
、
ご
協
賛
一
覧(

順
不
同)

　
市
川
商
店(

姫
野
々)

　
大
﨑
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

(

有)

カ
ー
サ
ー
ビ
ス
葉
山

　
隠
れ
家
　
縁

　
高
原
ス
ー
パ
ー

　
高
知
新
聞

葉
山
販
売
所

　
小
屋

　
自
由
軒
　
葉
山
店

(

株)

西
部

　
谷
脇
商
店

　
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

　
中
越
食
品

(

有)

西
岡
建
設

　
西
森
商
店

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
　
ヨ
シ
ミ

　
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
池
野

　
古
谷
プ
ロ
パ
ン

　
ほ
っ
か
菜
し
ま
さ
き

　
　
　
　
　
　(

遊
食
や
　
楽)

四
国
電
力(

株)

　
須
崎
営
業
所

　
四
国
電
力
送
配
電(

株)

　
　
　
　
　
　
　
須
崎
事
業
所

(

株)

東
洋
技
研

バ
ル
ー
ン
企
画
ｌ
ｅ
ａ
ｆ
・
Ｍ

(

株)

や
ま
し
た

(

株)

ラ
イ
ト
岡
田
設
計

　

以
上
、
た
く
さ
ん
の
方
が
た

よ
り
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

︵
津
野
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　

  

委
員
長　

池
田　

三
男
︶
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７
月
21
日
︵
日
︶
東
津
野
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
津
野
消
防

団
連
合
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
練
や
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
自

動
車
ポ
ン
プ
操
法
、
缶
送
り
競

技
な
ど
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
、

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
分
団
、
仕
事
終
わ
り
の
夜

間
に
訓
練
を
重
ね
、
津
野
町
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
強
い
意
志
の
中
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
分
団
の
競
技

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い

に
い
い
刺
激
を
受
け
た
と
思
い

ま
す
。

　
津
野
消
防
団
は
住
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
津
野
消
防
団
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

﹁
地
域
を
守
る
﹂
決
意
、
よ
り
固
く

　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
津
野
消
防
団
連
合
演
習

各
競
技
結
果

︻
教
練
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
準
優
勝
　
　
杉
ノ
川
分
団

　
第
三
位
　
　
船
戸
　
分
団

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
杉
ノ
川
分
団

　
準
優
勝
　
　
船
戸
　
分
団

　
第
三
位
　
　
姫
野
々
分
団

︻
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
準
優
勝
　
　
新
田
分
団

︻
缶
落
と
し
競
技
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
郷
　
　
分
団

　
準
優
勝
　
　
高
野
　
分
団

　
第
三
位
　
　
姫
野
々
分
団

︻
缶
送
り
競
技
の
部
︼

　
優
　
勝
　
　
船
戸
　
分
団

　
準
優
勝
　
　
高
野
　
分
団

　
第
三
位
　
　
新
田
　
分
団

︻
総
　
　
合
︼

　
優
　
勝
　
　
船
戸
　
分
団

　
準
優
勝
　
　
姫
野
々
分
団

　
第
三
位
　
　
杉
ノ
川
分
団

▲教練の部（姫野々分団）

▲自動車ポンプ操法の部（姫野々分団） ▲小型ポンプ操法の部（杉ノ川分団）
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第
46
回
葉
山
セ
ン
ダ
ン
杯
が

８
月
３
日
か
ら
県
下
51
チ
ー
ム

の
参
加
の
も
と
葉
山
運
動
公
園

総
合
セ
ン
タ
ー
、
他
６
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
猛

暑
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
予
定

通
り
４
日
間
で
大
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
葉
山
メ
ッ
ツ
の
初
戦
は
大
会

初
日
の
１
試
合
目
で
し
た
。
初

戦
の
相
手
は
泉
野
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
。
初
回
か
ら
葉
山
メ
ッ
ツ

第
46
回
セ
ン
ダ
ン
杯
　
葉
山
メ
ッ
ツ
堂
々
の
ベ
ス
ト
16

が
１
点
を
先
制
し
、
そ
の
後
も

葉
山
メ
ッ
ツ
優
勢
で
試
合
が
進

み
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
11
対
１

で
５
回
コ
ー
ル
ド
と
な
り
葉
山

メ
ッ
ツ
の
勝
利
。

　
２
回
戦
の
相
手
は
附
属
小
ス

ペ
ク
ト
ル
ズ
。
こ
の
試
合
も
葉

山
メ
ッ
ツ
が
先
制
を
し
、
３
回

に
一
挙
３
得
点
し
、
最
終
５
対

１
で
葉
山
メ
ッ
ツ
の
勝
利
と
な

り
３
回
戦
進
出
と
な
り
ま
し
た
。

３
回
戦
の
相
手
と
な
っ
た
の
は

初
月
ウ
ル
フ
ズ
。
序
盤
か
ら
両

チ
ー
ム
得
点
な
く
進
み
、
非
常

に
緊
張
感
の
あ
る
試
合
展
開
と

な
り
、
勝
負
は
０
対
０
の
ま
ま

特
別
延
長
戦
に
突
入
。
延
長
１

回
表
葉
山
メ
ッ
ツ
は
得
点
で
き

ず
、
そ
の
裏
に
得
点
さ
れ
、
惜

し
く
も
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
残
念
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
葉
山
メ
ッ
ツ
の
選
手
は

一
生
懸
命
に
最
後
ま
で
戦
い
、

素
晴
ら
し
い
ゲ
ー
ム
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
と
く
に
６
年
生
、

主
将
で
チ
ー
ム
の
要
と
し
て
最

後
ま
で
選
手
を
引
っ
張
っ
た
中

久
保
輝
多
選
手
。
主
将
と
バ
ッ

テ
リ
ー
を
組
み
、
投
打
で
も
活

躍
を
見
せ
た
久
保
浦
大
惺
選
手
。

２
回
戦
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
市
川
愛
梨
選
手
。

６
年
生
３
名
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ー

ム
を
け
ん
引
し
、
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
頑
張
り

を
来
年
に
も
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
大
会
は
葉
山
メ
ッ
ツ
に
勝
利

し
た
初
月
ウ
ル
フ
ズ
が
２
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
、
第
46
回
大

会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
今
年
も
猛
暑
の
中
、
非
常
に

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
︵
葉
山
メ
ッ
ツ
保
護
者
会
︶

︻
大
会
結
果
︼

　
優
勝
　
初
月
ウ
ル
フ
ズ

　
準
優
勝
　

　
　
第
四
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　
第
３
位
　

　
　
小
高
坂
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ル
フ

　
　
山
田
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

第
38
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

初
の
ベ
ス
ト
16
に
‼

　
埼
玉
県
戸
田
市
で
行
わ
れ
た

全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
︵
８
月
３
日
〜
６
日
︶
に
高

知
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
東

津
野
・
田
野
々
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
３
回
戦
ま
で
勝
ち
上
が

り
、
全
国
ベ
ス
ト
16
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
成
績
は
東
津
野
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
し
て
も
初
の
快
挙

で
、
３
回
戦
も
ベ
ス
ト
８
を
狙

え
る
の
で
は
、
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
僅
差
の
戦
い
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
１
、
２
、
３
回
戦
と
も
東
津
野

バ
ッ
テ
リ
ー
︵
下
村‐

稲
田
︶
の

頑
張
り
と
、
チ
ー
ム
全
員
の
堅

守
が
一
つ
に
な
り
、
真
夏
の
太

陽
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
の
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
出
場
に
あ
た
っ
て

は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
の

言
葉
や
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

︵
東
津
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保

護
者
会
︶

︻
試
合
結
果
︼

１
回
戦

東
津
野
・
田
野
々
ス
ポ
少

５‐

２

明
野
西
少
年
ソ
フ
ト︵
大
分
県
︶

２
回
戦

東
津
野
・
田
野
々
ス
ポ
少

２‐

１

海
山
ク
ラ
ブ︵
三
重
県
︶

３
回
戦

東
津
野
・
田
野
々
ス
ポ
少

０‐

１

横
井
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︵
岡
山

県
︶

ひ
な
た

た
い
せ
い

あ
い
り

♦♦♦
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皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
井
上
一
浩
で

す
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
お
茶
時
期

も
終
わ
り
、
非
常
に
暑
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
つ
目
は
烏
龍
茶
づ
く
り
で

す
。
仁
淀
川
町
に
あ
る
茶
業
試

験
場
で
試
作
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
烏
龍
茶
づ
く
り
の
工
程

を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
日
干

萎
凋
︵
に
っ
か
ん
い
ち
ょ
う
︶
と

い
う
干
す
作
業
を
し
た
後
、
揺

青
︵
よ
う
せ
い
︶
と
い
う
茶
葉
を

傷
つ
け
、
寝
か
せ
る
作
業
を
数

回
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
茶
葉

を
釜
で
炒
り
、
も
う
一
度
釜
で

炒
り
、
完
成
し
ま
す
。初
め
て
の

製
作
で
し
た
が
非
常
に
お
い
し

く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
来
年

も
同
じ
よ
う
に
作
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
商
品
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
の
活
動
は
、
津
野
山

ビ
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

高
知
の
就
職
情
報
を
提
供
し
て

い
る
﹁
K
E
N
J
I
N
﹂
で
お
な

じ
み
の
、
株
式
会
社
ケ
ン
ジ
ン

設
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会
に
お

い
て
、
津
野
山
ビ
ー
ル
を
提
供

す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
提
供
を
行
っ
た
の
で
す
が
、

ビ
ー
ル
に
か
ぶ
せ
茶
パ
ウ
ダ
ー

を
溶
い
た
液
を
注
い
で
い
く
よ

う
す
を
見
て
い
た
だ
き
、
お
い

し
い
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
企
業
の
ト

ッ
プ
の
方
が
た
に
対
し
て

津
野
町
の
お
茶
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
高
知
県

茶
品
評
会
に
お
い
て
、
津

野
町
の
お
茶
が
最
優
秀

地
域
お
こ
し
協
力
隊
N
E
W
S

    

　
　
井
上
　
一
浩

▲試作した烏龍茶

▲（株）ケンジン設立 50 周年記念祝賀会（左から２人目：井上）

賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
雨
の
影
響
な
ど
に

よ
る
摘
採
時
期
の
ず
れ
の
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
、
上
位
を
独

占
す
る
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

茶
畑
の
管
理
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、

９
月
29
日
に
南
国
市
で
行
わ
れ

る
西
軒
下
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
出
店

し
ま
す
。

　
今
後
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
つ
の

茶
と
津
野
町
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　四国電力送配電では、停電情報をタイムリーにお届けするため、「ＬＩＮＥ」を活用した停電情

報のプッシュ型配信サービスを提供しております。

　本サービスは、お客さまが事前に指定されたエリア※で停電が発生した場合、「停

発生」と「停電復旧」のタイミングで当該情報を自動受信することができ、無料でご

利用いただけます。

　※エリアの範囲は「四国全域」「県」「市町村」「地域（字など）」までの指定が可能。　

詳しくは、四国電力送配電のホームページをご覧ください。

・URL　⇒　https://www.yonden.co.jp/nw/cnt_line-notice/

高知県： 　    ０１２０－４５９－２７１
　停電状況に関するお客さまからの電話のお問い合わせにお答えする、ＡＩを活用した「停電情

報自動音声応答サービス」ダイヤルです。

　本サービスは、お客さまが発話された住所※をＡＩが音声認識し、その地域の停電状況や復旧

見通しを自動音声でお答えするもので、これにより、ボタン操作に不慣れな方でも、簡単に停電状

況を確認いただくことが可能です。

　※住所は、『県名、市町村名、町字名』を話していただくよう、ＡＩが音声で案内いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】四国電力送配電㈱ 須崎事業所

登録用QRコード

0120-410-366　　　☎088-826-8337

【四国電力送配電からのお知らせ】

◆停電情報提供ダイヤル（２４時間受付）について
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　次回選挙(令和7年2月予定の町長選挙)より下記のとおり投票区及び投票所が変更となりますの

でご注意ください。選挙時には改めてお知らせさせていただきます。

　また、投票区の統合により津野町全体のポスター掲示板の設置数が減少するため、統合のない

地区もポスター掲示板が減ることがありますのでご了承ください。

選挙の投票区及び投票所等の変更について(お知らせ)

東部・永林・勝登呂・宇津ヶ藪・三間川・樺ノ

川

（旧精華小学校体育館）
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津
野
町
低
所
得
者
支
援

お
よ
び
定
額
減
税
調
整
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　
津
野
町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰

に
よ
り
、
特
に
家
計
へ
の
影
響

が
大
き
い
方
が
た
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
８
月
上
旬
か
ら
順
次
書
類

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇
給
付
金
の
種
類
に
つ
い
て

①
調
整
給
付
金

　
対
象
者…

令
和
６
年
度
町
県

民
税
の
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て

お
り
、
定
額
減
税
が
減
税
し
き

れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
。

給
付
額…

対
象
者
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

②
非
課
税
・
均
等
割
給
付
金

　
対
象
者…
令
和
６
年
度
新
た

に
、
世
帯
全
員
が
町
県
民
税
非

課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税

と
な
っ
た
世
帯
。

　
給
付
額…

１
世
帯
10
万
円

※

②
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、
非

課
税
︵
７
万
円
︶・
均
等
割
︵
10

万
円
︶
給
付
金
の
対
象
だ
っ
た

方
は
今
年
度
の
非
課
税
・
均
等

割
給
付
金
は
対
象
外
で
す
。

③
子
ど
も
加
算
給
付
金

　
対
象
者…

②
の
世
帯
の
う
ち

18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
世

帯　
給
付
額…

児
童
１
人
当
た
り

に
つ
き
５
万
円

※

②
と
同
様
に
昨
年
度
子
ど
も

加
算
給
付
金
の
対
象
だ
っ
た
方

は
対
象
外
で
す
。

◇
給
付
金
の
書
類
に
つ
い
て

　
対
象
者
の
方
に
は
お
知
ら
せ

ま
た
は
確
認
書
、
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

①
お
知
ら
せ

　
原
則
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
確
認
書
・
申
請
書

　
必
要
書
類
を
添
付
し
、
津
野

町
役
場
町
民
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
確
認
書
・
申
請
書
の
提
出
期

限　
令
和
６
年
９
月
30
日

◇
支
給
時
期

　
内
容
確
認
後
の
支
給
と
な
り

ま
す
。

◇
支
給
方
法

　
支
給
の
お
知
ら
せ
書
ま
た
は

確
認
書
、
申
請
書
で
指
定
し
た

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

◇
詳
細
に
つ
い
て

　
給
付
金
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
町
民
課
　
給
付
金
担
当

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
４

防
災
い
ろ
は
︻
９
月
号
︼

〜
真
夏
の
避
難
所
〜

防
災
い
ろ
は
︻
９
月
号
︼

　
皆
さ
ん
が
停
電
の
中
、
体
育

館
で
避
難
生
活
を
送
る
と
し
て
、

冬
と
夏
ど
ち
ら
が
過
酷
と
感
じ

ま
す
か
。
阪
神
淡
路
大
震
災

(
１

月
︶
東
日
本
大
震
災(

３
月
︶
能

登
半
島
地
震(

１
月
︶
と
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
は
冬

に
発
生
し
て
い
る
関
係
で
、
避

難
所
で
の
寒
さ
対
策
は
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
暑
さ
対
策
は

あ
ま
り
議
論
さ
れ
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
個
人
的
な
感
覚
と

し
て
は
災
害
発
生
後
３
日
ま
で

は
寒
さ
、
そ
れ
以
降
は
暑
さ
が

驚
異
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
寒
さ
は
重
ね
着
、
カ
イ
ロ
な

ど
で
対
策
可
能
で
す
が
暑
さ
は

エ
ア
コ
ン
以
外
は
対
策
が
難
し

い
か
ら
で
す
。
家
屋
の
倒
壊
・

流
失
を
免
れ
家
屋
の
中
か
ら
必

要
品
の
取
り
出
し
が
で
き
る
な

ら
ば
、
寒
さ
に
関
し
て
は
い
く

ら
で
も
対
策
が
可
能
で
す
が
、

高
温
多
湿
は
対
処
の
し
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
停
電
が
続
く
真

夏
の
体
育
館
避
難
所
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
高
温
多
湿

の
蒸
し
風
呂
状
態
、
窓
を
開
放

す
れ
ば
虫︵
蚊
︶が
入
っ
て
く
る
。

　
悪
臭
、
食
べ
物
も
腐
り
や
す

い
な
ど
、
冬
よ
り
も
夏
の
方
が

生
活
を
す
る
う
え
で
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
冬

は
数
日
お
風
呂
に
入
れ
な
く
て

も
我
慢
で
き
る
が
、
夏
は
我
慢

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

　
真
夏
に
体
育
館
で
の
避
難
所

設
営
訓
練
を
提
案
し
た
ら
﹁
熱

中
症
﹂
を
理
由
に
却
下
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。報
道
で
も
﹁
災
害
級

の
危
険
な
暑
さ
﹂
と
形
容
さ
れ

る
よ
う
に
、
日
常
で
も
低
体
温

症
で
亡
く
な
る
方
よ
り
、
熱
中

症
で
亡
く
な
る
方
が
は
る
か
に

多
い
の
が
現
実
で
す
。
特
に
南

国
高
知
は
﹁
危
険
な
暑
さ
﹂。
寒

さ
対
策
だ
け
で
は
な
く
暑
さ
対

策
も
︵
市
販
の
冷
却
材
を
購
入

す
る
等
︶
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

津
野
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
水
紀
夫

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
　
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
☎
55-

２
３
１
１
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９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

◇
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

　
１
９
９
４
年
国
際
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会

(
Ａ
Ｄ

Ｉ)

は
、
世
界
保
健
機
構︵
Ｗ

Ｈ
Ｏ
︶
と
共
同
で
、
毎
年
９

月
21
日
を
﹃
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
﹄
に
制
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
２
０
１
２
年

か
ら
、
こ
の
日
を
中
心
に
、

９
月
を
﹃
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
﹄
と
し
、
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
、
当
事
者

や
家
族
を
応
援
す
る
目
的

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う

　
こ
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
に
、
津
野
町
で
も
下
記

の
場
所
で
、
認
知
症
に
関
連

す
る
書
籍
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
認
知
症
に

関
す
る
学
び
や
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
本
を
通
じ
て
、
地

域
の
な
か
で
、
笑
顔
で
暮
ら

す
当
事
者
や
家
族
の
姿
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

☆★認知症ブックフェア☆★　開催中！

期間：９月１日～３０日
　　　（休館日：毎週火曜日、第４金曜日、祝日）

場所：かわうそ館
　　　虎太郎館

　姫野々診療所や杉ノ川診療所、

また町内中学校図書室にもご協力いただき、

認知症に関する本を多数ご紹介しています。

この機会にぜひご家族でご一読ください。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
山
﨑
／
岡
村
／
堀
川

　
　
　
　
☎
62‐

２
３
１
３

〜公益財団法人認知症の人と家族の会 推薦図書よりご紹介〜

『認知症世界の歩き方』
　筧　裕介・著
　「認知症のある方が実際に見ている
世界」が、スケッチと旅行記の形式で
よくわかる。認知症のご本人に起こっ
ていることや感じていることを、より
多くの人に理解してもらいたいという
著者がおくる、当事者の方の視点から
みた世界を、楽しみながら学べる一
冊。

『ばーちゃんがゴリラになっちゃった。』　
青山ゆずこ・著

　大好きな祖父母が認知症になり、軽
いノリで住み込み介護を買って出る
も、現実はまさに修羅場。暴走、大爆
発のばーちゃん。笑いと怒りと涙の７
年間をコミックエッセイにした、壮絶
にして心温まる一冊。

『じいちゃん、出発進行！』
　藤川幸之助・著
　ある日、車にひかれそうになった
じいちゃんの石頭とぼくの頭がぶつ
かって、目がさめるとぼくはじいち
ゃんになっちゃった！？お世話をす
るのがいやだった認知症のじいちゃ
んの世界を体験したぼくと家族のお
話。絵本「こどもに伝える認知症」
シリーズの第５弾。

『認知症フレンドリー社会』
德田雄人・著

　医療的な対応だけでなく、社会そ
のものを変えてみるのはどうだろう
か？バス、スーパー、図書館などで
実際に行われている英国の試み、自
治体や企業とともにかわっていく日
本の先進的な実践を紹介。



自
立
支
援
医
療︵
精
神
通
院
医
療
︶に
つ
い
て

　
自
立
支
援
医
療
︵
精
神
通
院

医
療
︶
は
、
通
院
に
よ
る
精
神

医
療
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
方

の
通
院
医
療
費
の
自
己
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
公
費
負
担
医

療
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
て
ん
か

ん
、
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
、

躁
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害
、

薬
物
な
ど
の
精
神
作
用
物
質
に

よ
る
急
性
中
毒
ま
た
は
そ
の
依

存
症
︵
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
︶

な
ど
、
通
院
に
よ
る
治
療
が
継

続
的
に
必
要
な
方
で
す
。

　
通
院
さ
れ
て
い
る
方
が
支
払

う
自
己
負
担
額
は
原
則
と
し
て

医
療
費
の
１
割
に
な
り
ま
す

が
、
世
帯
の
所
得
水
準
等
に
応

じ
て
、
ひ
と
月
あ
た
り
の
負
担

上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
通
院
し
て
い
る
医

療
機
関
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
認
定
さ
れ
れ
ば
﹁
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
︵
精
神
通
院
︶﹂

と
﹁
自
己
負
担
上
限
額
管
理
票

﹂
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
指

定
の
医
療
機
関
、
薬
局
の
窓
口

に
提
示
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
受
給
者
証
の
有
効
期
間
は

１
年
で
す
。

●
必
要
書
類…

自
立
支
援
医
療

費
支
給
認
定
申
請
書
、
診
断
書
、

世
帯
全
員
の
医
療
保
険
証
の
写

し
、
所
得
確
認
に
係
る
同
意
書

な
ど

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課
︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
﨑
　
祐

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１
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〜
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
〜

　
自
殺
に
関
す
る
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
、
自
殺
対
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
毎
年
９
月
10
日

〜
16
日
は
﹁
自
殺
予
防
週
間
﹂
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保

健
︵
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
︶
上
の
問

題
だ
け
で
な
く
過
労
、
生
活
困

窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め

や
孤
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
だ
れ
で
も
そ
の
危
機

に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
低
下
し

た
、
飲
酒
量
が
増
え
た
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
こ
と
が
増
え
た
な
ど
心

身
の
不
調
を
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
二
週
間
以
上
続

く
場
合
は
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
不
安
や
悩
み
が
あ

れ
ば
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
あ
な
た
の
大
切
な
人

の
い
つ
も
と
違
う
よ
う
す
に
気

づ
い
た
ら
﹁
ど
う
し
た
の
﹂﹁
い

つ
も
と
違
う
け
ど
大
丈
夫
﹂
な

ど
変
化
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と

を
伝
え
て
、
大
切
な
人
の
し
ん

ど
さ
を
傾
聴
・
受
容
す
る
こ
と

を
心
が
け﹁
あ
な
た
は
、
ひ
と
り

じ
ゃ
な
い
よ
﹂
と
い
う
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
誰
か
と

つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
か
ら
の
相
談
を
待
っ
て

い
ま
す
。

︻
心
の
健
康
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
相
談
窓
口
︼

①
津
野
町
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　︵
保
健
師
︶

　
　
　
　
　
　
☎
55-

２
１
５
１

②
須
崎
福
祉
保
健
所
　

　
　
　
　
　
　
　
健
康
障
害
課

    

☎
０
８
８
９-

42-

１
８
７
５

③
高
知
県
立

　
　
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８-

８
２
１-

４
９
６
６

④
高
知
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
８
８-

８
２
４-

６
３
０
０

︵
受
付
時
間
︶

①
②
③…

月
〜
金
曜

　
　
　
　︵
祝
日
除
く
︶　

　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

④…

毎
日
　
９
時
〜
21
時

︻
県
内
相
談
窓
口
一
覧
︼

　
高
知
県
内
の
相
談
窓
口
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
林
　
泰
文
・
松
浦
　
元
香

　
　
　
　
　
　
☎
55-

２
３
１
１
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子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）
キャッチアップ接種について【最終】

対象者

期間

接種回数

接種時に必要なもの

平成９年４月２日から平成20年４月１日生まれの女性

令和４年４月〜令和７年３月末まで

※期間外で接種を受けた場合は全額自己負担となります

全３回

・予診票

・母子健康手帳

　　【お問い合わせ先】　 健康福祉課（里楽）予防接種担当　河上　桐也　☎55-2151

　令和４年４月より、ＨＰＶワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方に対して、
無料で受けられる「キャッチアップ接種」が開始されましたが、令和 7 年 3 月末で終了となります。
　キャッチアップ接種は３回接種が必要であり、接種完了までに約半年かかりますので、ご希望の方は
お早めにご検討をお願いします。

※予診票をお持ちでない場合や、県外での接種をご希望される場合は、健康福祉課 担当までご連絡くだ
さい。

　﹁
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
や
っ
て
み

ん
か
よ
﹂
と
の
お
誘
い
を
受
け
、

私
は
津
野
町
食
生
活
改
善
推
進

員
︵
通
称
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︶
と
な

り
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
①
食
に
関

す
る
研
修
や
地
域
活
動
②
小
中

学
校
で
の
講
座
や
啓
発
活
動
③

再
研
修
と
伝
達
④
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

幅
広
い
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。③
の
﹃
再
研
修
と
伝
達
﹄
は
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
健
康
に
い
い

お
話
を
聞
き
、
健
康
に
い
い
料

理
を
作
っ
て
、
食
べ
て
、
そ
の
内

容
を
地
域
に
伝
え
る
活
動
で
す
。

　
そ
の
﹃
再
研
修
﹄
が
、
６
月
27

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
保
健
師

か
ら
﹁
高
血
圧
と
食
事
﹂
の
話
を

聞
い
た
あ
と
、
管
理
栄
養
士
か

ら
﹁
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
﹂
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
元
気
コ
ロ
ッ

ケ
、
さ
ら
さ
ら
サ
ラ
ダ
、
ナ
ス
の

野
菜
だ
し
か
け
、
フ
ル
ー
ツ
ヨ

ー
グ
ル
ト
の
レ
シ
ピ
を
教
わ
り

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
活
動
報
告

　
　
〜
再
研
修
と
伝
達
〜

・ナス ４個　　

・みょうが１個

・モロヘイヤ（またはほうれん草）40ｇ

・しょうが（すりおろし）小さじ１

・長芋 40ｇ 

・めんつゆ（３倍濃縮） 大さじ２

※ほうれん草はレンジにかけません

ま
し
た
。今
後
、
学
ん
だ
こ

と
を
地
域
の
方
に
楽
し
く

﹃
伝
達
﹄す
る
予
定
で
す
。

　
時
々
し
か
活
動
に
参
加

で
き
な
い
私
で
す
が
、
津

野
町
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

皆
さ
ん
は
明
る
く
楽
し
く

良
い
人
ば
か
り
で
、
い
つ

も
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
、
人
生
100
年
時
代
、
健

康
な
食
生
活
を
と
も
に
学

び
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

︵
姫
野
々
地
区
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
　
西
内
　
香
織
︶

　
食
改
事
務
局︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　
福
井
　
早
瀬

【作り方】
①　ナスはヘタを切り落とし、縦半分に切り、皮に格子状の切り込
　みを入れる。
　　１つずつラップに包み、電子レンジ（600Ｗ）で２分ほど加熱し、
　粗熱を取る。
②　モロヘイヤは水で洗い、水気を切らずに耐熱皿にのせ、ラップ
　をし、600Ｗで 40 秒ほど加熱する。冷水にとり水気を切ってみじ
　ん切りにする。
③　長芋は皮をむき酢水（別分量）につけすりおろす。みょうがはみ
　じん切りにする。生姜はすりおろす。
④　ボウルに②と③を入れ、めんつゆを加えて混ぜておく。
⑤　器になすを盛り、上から④をかける。

★ナスの野菜だしかけ【４人分】

﹁
食
改
の
窓
﹂

★当日のレシピをひとつご紹介★
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　間伐を行うと、暗い森林に光が入り、災害などにも強い健全な、資産価値の高い森林に育っていきます。
　間伐された木材を積極的に利用していくことで、皆さんの収入にもつながります。先代から受け継いできた
大切な森林を守り育て、次世代につなぐために次の支援制度がありますので、活用しながら間伐を進めましょう。

搬出間伐
造林
事業

〜90年生
0.1ha以上で平均
搬出材積が10㎥以上

【森林経営計画及び特定間伐等促進計画
に基づく場合】基本的には搬出間伐のみ、
条件により一部切捨間伐があっても可 

68%以内 森林組合

森林組合

森林組合

森林組合

森林組合

間伐材
生産

木材安定供給推進事業 1施行地　0.1ha以上

森林経営計画対象森林
で実施するもの。又は
事業完了年度の翌年度
までに当該森林を森林
経営計画の対象森林と
すること。

＊搬出材積区分による定額単　　
　　価以内。(間接費率による間接
　　費を加算）
　　　　【168千円／ｈａ〜701千円
　　　　　／ha以内】
＊関連条件整備
　　　森林作業道（2千円／ｍ以内）

　「森林経営計画」は、森林所有者又は委託を受けた森林組合や林業事業体が作成する５年間の育林、造林計画です。
計画作成及び計画に参加したい方は、下記のお問い合わせ先にご相談ください。

保育間伐促進事業

不用木の除去・淘汰
(3齢級から9齢級)

保育間伐については、造林事業で採択され
た除伐及び保育間伐（A・B・C）とする。

定額　42,000円以内/ha 

定額　46,000円以内/ha（A）
定額　28,000円以内/ha（B）
定額　42,000円以内/ha（C）
 

除伐

保育間伐

搬出間伐

作業道開設

搬出間伐促進事業
　(町嵩上げ補助)

作業道整備促進事業
　(町嵩上げ補助)

国庫事業の嵩上げ（国庫事業で採択された
作業道）

国庫事業の嵩上げ（国庫事業で採択された搬出間伐
で、原木を津野町朝見谷貯木場へ搬出する場合） 

定額　2,000円/㎥

高規格作業道
普通作業道
10％～22％以内
※森の工場活性化対策
事業を活用する場合で
補助率が変わります。

再造林・
防護ネット

下刈り
（隔年）

森林資源再生支援事業

造林事業で採択された再造林、付帯施設
等整備及び下刈り（隔年）に対しての補
助。ただし、シカ被害防護ネットについ
ては、再造林と一体的に実施するものと
する。 
 

・ｺﾝﾃﾅ苗95%以内
　　（国72％、県23％）
・上記以外90％以内
　　（国72％、県18％） 

・90％以内
　（国72％、県18％）

再造林・
下刈り 再造林促進事業

造林事業で採択された再造林に対しての補助。
国72％、県18％、に町10％を継ぎ足し100％とする。更に標準単価
経費を実行経費が上回っていた場合に限り、標準単価経費の10％を
上限として継ぎ足しを行う。 

下刈り（毎年対象）については、国 72％に町 28％を継ぎ足し
100％として、最も重労働かつ未採算の作業を支援する。 28％以内

20％以内

令和６年度の林業制度（支援）

☆再造林及び下刈りに対して、町は更に補助します（町単独事業）　津野町未来へつなぐ森づくり支援事業     

①　施業を集約化し、間伐等をする場合の補助事業　【国庫補助事業】

☆国庫補助事業等に対する県嵩上げ事業（県単独事業）　津野町未来へつなぐ森づくり支援事業

☆国庫補助事業等に対する町嵩上げ事業（町単独事業） 津野町未来へつなぐ森づくり支援事業

②　伐採後の山への再造林、シカ防護ネット及び下刈りに対する補助事業【国県補助事業】 

町
森林組合
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保育間伐

搬出間伐 搬出間伐促進事業

保育間伐促進事業
国庫補助事業の対象となら
ない保安林又は集約化が困
難な森林（3齢級以上）

国庫補助の対象と
ならない森林
スギ　　7ないし14齢級
ヒノキ　7ないし18齢級

要件無し

定額　80,000円以内/ha
　　　（30％） 

定額　183,000円以内/ha（30％）

定額　122,000円以内/ha（20％）

※高知県小規模林業推進
協議会の会員に限る。 

町
森林組合

町

町

町

町

林業後継者育成
事業

林業後継者雇用
支援事業 

育成費 

指導費 

雇用費 
 

緑の雇用事業（国庫補助事業）に採択され
た研修生の技術向上等のための経費。緑
の雇用の事業期間（月数）以外を対象とする。 

緑の雇用事業（国庫補助事業）に採択された人材を新た
に雇用し育成する場合の指導のための経費。緑の雇用
の事業期間（月数）以外を対象とする。

緑の雇用事業（国庫補助事業）で研修を終えた
者又は、事業体で直接雇用された場合で、人材
の雇用等のための経費。森林組合以外の事業体

（自伐林家等）を対象とする。 

月額　90,000 円以内
※4 ヶ月分を上限 

月額　30,000 円以内
※4 ヶ月分を上限 

月額　45,000 円以内

林業研修支援事業
 

研修生支援

研修受入
事業体支援

林業事業体での林業研修（原則１年間）に要する経費。
林業就業経験が１年未満、且つ研修終了後１年以内
に、原則、受入事業体との常勤雇用契約の締結により
就業を予定する新規就業希望者を対象とする。 

林業研修生への指導に要する経費。研修指導者として、
原則、当該事業体で５年以上の実務経験を有した者を
指名できる認定事業体を対象とする。 

月額 150,000 円以内
（県 50％、町 50％）

月額　50,000 円以内
（県 50％、町 50％） 

作業道整備促進事業
( 作業道補修 )

 

作業道整備促進事業
( 災害復旧 )
 

国庫補助事業費
補助申請者

崩土や大規模な陥没等により通行不能と
なった既設作業道を補修（突き均し等）に
要する経費。高規格作業道（W=3.0 以上）で
国及び県補助を活用した事業量 100ｍ以
上の作業道。
事業効果 1,000 ㎡ /100ｍ

間伐材の搬出等に利用する役割が期待で
きる作業道について、災害等により機能が
損なわれた箇所の復旧又は補修に要する
経費（ただし、間伐材の搬出等に利用する
役割が期待できる作業道のうち町長が別
に定めるもの。）

1m 当り　500 円以内

事業費の 50％以内
( 上限 20 万円 )
 

津野町森林組合　　☎62-3121 　須崎地区森林組合　☎43-0030

須崎林業事務所　振興課　☎42-2371 

津野町役場　産業課　林業係（高橋　春芽、中谷　仁紀）　☎55-2021

【お問い合わせ先】

③　自分で自分の山を手入れする場合の補助事業【町単独事業】　津野町未来へつなぐ森づくり支援事業

④　林業後継者を育成する場合の補助事業【町単独事業】

☆　林業後継者を育成する場合の補助事業【県補助事業】    

⑤　森林の路網整備に関する補助事業【町単独事業】　津野町未来へつなぐ森づくり支援事業

　※事業内容が変更となる場合がありますので、一度お問い合わせください。
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森
林
の
土
地
の
異
動
の
際

に
は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

︻
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

制
度
︼

　
新
た
に
森
林
の
土
地
︵
山
林
・

保
安
林
︶
の
所
有
と
な
っ
た
方

は
、
森
林
法
第
10
条
の
７
の
２

第
１
項
に
よ
り
、
市
町
村
長
へ

の
事
後
届
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
届
出
対
象
者

　
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
地
域
森
林
計
画
対
象
森

林
以
外
の
森
林
や
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約

の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な

っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者

と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・

面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途

等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類

と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書︵
写

し
も
可
︶
又
は
土
地
売
買
契
約

書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と

が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で

す
。

　
森
林
を
伐
採
す
る
際
に
は
、

届
出
ま
た
は
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
森
林
を
伐
採
︵
間
伐
、
皆
伐

等
︶す
る
際
に
は
、
た
と
え
自
分

の
山
で
も
法
律
に
よ
り
届
出
や

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■﹁
伐
採
等
の
届
出
﹂

　
森
林
が
﹁
山
林
﹂
の
場
合
は
、

森
林
の
所
在
地
の
市
町
村
長
に

﹁
伐
採
等
の
届
出
﹂
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
に
は
、

次
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

①
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
に
よ
る
場
合

　
事
前
届
出
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。
伐
採
す
る
日
の
30
日
か
ら

90
日
前
ま
で
に
市
町
村
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。︵
森
林
法
第

10
条
の
８
︶

・
届
出
対
象
者

　
森
林
所
有
者
︵
立
木
の
権
限

を
有
す
る
者
︶

　
伐
採
者
が
森
林
所
有
者
と
異

な
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

伐
採
者
の
連
名
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。︵
立
木
を
伐
採
者
が
購

入
し
て
い
る
場
合
︶

・
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
森

林
の
所
在
場
所
、
伐
採
の
計
画
、

伐
採
後
の
造
林
の
計
画
等
を
記

載
し
ま
す
。
伐
採
者
が
森
林
所

有
者
と
異
な
る
場
合
に
は
、
契

約
書
等
の
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
等
が

必
要
で
す
。

②
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
伐

採
の
場
合

　
計
画
認
定
森
林
所
有
者
等
に

よ
る
事
後
の
届
出
で
構
い
ま
せ

ん
。

　
当
該
行
為
後
の
30
日
以
内
に

市
町
村
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。︵
森
林
法
第
15
条
︶

■﹁
許
可
申
請
﹂

　
森
林
が
﹁
保
安
林
﹂
に
指
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
森
林
経
営

計
画
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

﹁
伐
採
届
﹂
で
は
な
く
﹁
許
可
申

請
︵
事
前
申
請
︶
に
よ
り
県
知
事

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

︵
森
林
法
第
34
条
︶

※

違
法
伐
採
対
策
に
と
も
な
い

伐
採
木
を
原
木
市
場
に
出
す
場

合
﹁
合
法
伐
採
証
明
﹂
が
必
要
で

す
。こ
の
﹁
合
法
伐
採
証
明
﹂
と

な
る
も
の
が
﹁
伐
採
等
の
届
出
﹂

に
よ
る
手
続
き
で
す
。︵
保
安
林

の
場
合
は
、
許
可
申
請
に
よ
る

手
続
き
と
な
り
ま
す
︶

　
立
木
を
伐
採
し
て
市
場
で
売

る
場
合
、
木
を
切
る
際
、
必
ず
伐

採
届
あ
る
い
は
伐
採
許
可
申
請

の
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
再
造
林
の
補
助
事
業

の
際
に
も
、
こ
の
手
続
き
を
行

っ
て
い
な
い
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

 

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
林
業
係
　

　
中
谷
　
仁
紀
・
高
橋
　
春
芽

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

※

保
安
林
に
係
る
許
可
申
請
に

つ
い
て
は
、
須
崎
林
業
事
務
所

振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
☎
42‐

２
３
７
１

森
林
に
関
す
る

　
　
諸
手
続
き
の
お
知
ら
せ
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高
知
市
の
鏡
川
河
畔
で
開
催

さ
れ
て
い
る
﹁
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
﹂に
出
店
し
、
一
緒
に
津
野
町

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

  

︻
日
時
︼

11
月
15
日
︵
金
︶〜
17
日
︵
日
︶

９
時
〜
16
時
30
分

※

17
日︵
日
︶の
み
16
時
終
了

  

︻
会
場
︼

　
高
知
市
鏡
川
河
畔
﹁
み
ど
り

の
広
場
﹂

  

︻
お
申
し
込
み
締
め
切
り
︼

　
９
月
20
日︵
金
︶

  

︻
販
売
品
目
︼

　
津
野
町
で
生
産
さ
れ
た
特
産

品
、
農
産
物
等
を
使
用
し
た
加

工
品
、調
理
品
等

  

︻
そ
の
他
︼

　
申
込
書
は
、
津
野
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
津
野
町
役
場

本
庁
舎
内
産
業
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
出
店
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込

み
先
︼

　
産
業
課
　
石
元
　
和
奈

　
　
　
　
　  

☎
55-

２
０
２
１

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

相
続
人
は
、
不
動
産︵
土
地
・
家

屋
︶
を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
、
相
続
登
記
を
申
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
よ
り
前
に
相
続
し
た
不

動
産
も
、
相
続
登
記
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
対
象
と
な
り
、

そ
の
場
合
は
、
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で
に
相
続
登
記
を
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
正
当
な

理
由
な
く
そ
の
申
請
を
怠
っ
た

と
き
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料

が
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
相
続
登
記
の
手
続
き
を
専
門

家
に
依
頼
さ
れ
る
方
は
、
高
知

県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご

自
身
で
の
手
続
き
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
近
く
の
法
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

・
高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー

  

☎
０
８
８-

８
２
５-

３
１
４
３

・
高
知
地
方
法
務
局
須
崎
支
局

  

☎
０
８
８
９-

42-

０
３
７
４

相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

第
53
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

出
店
者
募
集

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
、
失
業
、
事
業

の
廃
止
︵
廃
業
︶
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
﹁
保

険
料
免
除
制
度
﹂
や
﹁
納
付
猶
予

制
度
︵
50
歳
未
満
︶﹂
が
あ
り
ま

す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８-

８
７
５-

１
７
１
７

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
建
っ
て
い
る

も
の
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
民
課
税
務
係
で
は
町
内
の

家
屋
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
等
が
あ
る
方
は
報
告
ま
た

は
届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
事
前
に
こ
ち
ら
で
把

握
し
て
い
る
調
査
対
象
者
の
方

に
は
﹁
家
屋
調
査
の
お
願
い
﹂
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
希
望
の
調

査
日
時
を
町
民
課
税
務
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
新
築
・
増
築
家
屋
の
詳
細
な

調
査
は
適
正
な
課
税
を
行
う
た

め
に
必
要
で
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
町
民
課
　
税
務
係

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
４

︿
年
金
だ
よ
り
﹀

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

新
築
・
増
築
家
屋
の

調
査
に
つ
い
て
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院 く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

212019

26 2827

18

25

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和６年９月10日（火）午前9 : 00～
　　コ ー ス：姫野々周辺
　　集合場所：葉山の郷
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

7

く ろ し お 病 院

　【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会　西内　香織　　☎090-5712-6358

14131211

く ぼ か わ 病 院

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分

ところ：西庁福祉交流センター

幼児健診
と　き：個別にご案内します

ところ：総合保健福祉センター里楽

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

く ろ し お 病 院く ろ し お 病 院

65

人権・行政相談
と　き：午前10時〜午後３時　
ところ：西庁舎

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

4
ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：町立図書館かわうそ館

東津野中学校
体育祭

葉山中学校
体育祭

健康づくり推進員研修会
とき：午後１時30分〜３時
ところ：西庁福祉交流センター

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時
　　　〜午前11時30分
ところ：津野町立図書館

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

口座振替
町県民税（２期）
国民健康保険税（３期）



９月９月
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22

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

2423

3029

9

55-2230（総合センターで受付）

10

くぼかわ病院

くろしお病院

8

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区（東津野地域）
不燃ごみ・粗大ごみ

15

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

高 陵 病 院くぼかわ病院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　９月３日、５日、10 日、17 日、19 日、24 日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　９月３日、10 日、17 日、24 日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

東地区（葉山地域）

くぼかわ病院 高 陵 病 院

2 3

くろしお病院

1

梼 原 病 院 高 陵 病 院

くろしお病院くぼかわ病院 くろしお病院

くぼかわ病院

16 17

納付期限
町県民税（２期）
国民健康保険税（３期）

納付期限
固定資産税（２期）
国民健康保険税（２期）

献血
ところ・とき
西庁・午前９時30分〜11時
本庁・午後１時〜２時
里楽・午後３時〜４時30分
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

死　　　　　亡

地
区
名

氏
　
　
　
名

年
齢

死
亡
年
月
日

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

西　

谷

大
古
味

貝
ノ
川

船
戸
奈
路

老
人
ホ
ー
ム（
東
津
野
）

大　

西

赤　

木

古
味
口

中　

村

郷　

内

中　

平　

速　

志

岩　

崎　

清　

水

竹　

﨑　

清　

喜

大　

﨑　

ス
ミ
ヱ

井　

関　

章　

久

戸　

田　

節　

子

市　

川　

榮　

子

市　

川　
　

艶

嶋　

本　

隆　

男

西　

村　

貞　

市

橋　

本　
　

建

ご
冥
福
を
祈
り
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

9380908159967391728989

Ｒ
６
・
６
・
14

Ｒ
６
・
６
・
26

Ｒ
６
・
7
・
2

Ｒ
６
・
7
・
2

Ｒ
６
・
7
・
6

Ｒ
６
・
7
・
7

Ｒ
６
・
7
・
12

Ｒ
６
・
7
・
13

Ｒ
６
・
7
・
24

Ｒ
６
・
7
・
25

Ｒ
６
・
7
・
26

︵
令
和
６
年
７
月
届
け
出
分
︶

︵
敬
称
略
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

　

日
出
実
践
会
、
大
谷
実
践
会
、
日
出
町
内

会
の
３
団
体
で
構
成
す
る
日
出
地
域
発
展

振
興
協
議
会
主
催
の
﹁
日
出
地
域
盆
踊
り
大

会
﹂
が
８
月
14
日
、
日
ノ
出
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
よ
り
毎
年
８
月
14
日
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
運
営
の
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
、
今
年
で
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
盆
踊
り
の
後
、
子
ど
も
を
含
む
一

般
仮
装
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は
趣
向

を
凝
ら
し
た
仮
装
姿
の
住
民
た
ち
が
太
鼓

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り
の
輪
を
作
り
ま

し
た
。

　

地
域
の
有
志
ら
に
よ
る
お
や
き
な
ど
の

屋
台
の
他
、
焼
き
そ
ば
や
か
き
氷
な
ど
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
、
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

来
場
者
は
﹁
毎
年
家
族
で
参
加
し
て
い
た

の
で
、
今
年
で
最
後
と
な
る
の
は
と
て
も
残

念
で
す
﹂
と
名
残
惜
し
み
な
が
ら
、
最
後
の

盆
踊
り
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

出　生

下
元　

祥
司

野
口　

昇
平

川
渕　

裕
平

地
区
名

氏
　
　
　
名

生
年
月
日

保
護
者
名

す
こ
や
か
な
ご
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

Ｒ
６
・
６
・
25

Ｒ
６
・
7
・
20

Ｒ
６
・
7
・
23

な　

お

あ
お
と

さ　

な

藤
ノ
川

東　

林

東　

林

下　

元　

菜　

緒

野　

口　

蒼　

斗

川　

渕　

紗　

愛

久
保
川
　
坂
　
本
　
千
　
栄

船
戸
　
松
岡
　
惠
子

高
知
市
　
西
崎
　
直
子

二
ツ
家
　
森
田
　
美
智
子

荒
畑
を
覆
い
尽
く
し
て
葛
の
花

物
忘
れ
笑
う
て
過
ご
す
極
暑
か
な

星
飛
ん
で
キ
ャ
ン
プ
の
子
ら
の
ざ
わ
め
き
ぬ

中
空
に
七
夕
か
ざ
り
連
な
り
て
歌
声
た
の
し『
だ
ん
だ
ん
の
里
』

日
出
地
域
盆
踊
り
大
会
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

　
７
月
19
日
に
、
年
長
児
の﹃
わ

く
わ
く
デ
ー
﹄
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
夕
食
の
材
料
を
買

い
に
行
っ
た
り
、
み
ん
な
で
調

理
を
し
た
り
、
ス
イ
カ
割
り
や

肝
試
し
な
ど
体
験
し
た
り
、
夜

８
時
ま
で
園
で
過
ご
し
ま
し

た
。

　
食
材
を
買
い
に
出
か
け
た
地

域
の
高
原
ス
ー
パ
ー
さ
ん
と
新

田
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
さ
ん
で

は
、
グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
で
メ

認
定
こ
ど
も
園
　
さ

く

ら

ん

ぼ

園

﹃
お
買
い
物

　
　
楽
し
か
っ
た
よ
♪
﹄

モ
を
見
な
が
ら
食
材
を
探
し
た

り
﹁
た
ま
ね
ぎ
は
ど
こ
に
あ
り

ま
す
か
？
﹂と
、
自
分
か
ら
お
店

の
方
に
尋
ね
た
り
す
る
姿
が
見

ら
れ
、
積
極
的
に
お
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
見
つ
け

た
時
に
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
手

に
取
る
よ
う
す
が
と
っ
て
も
可

愛
か
っ
た
で
す
。

　
買
い
物
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
で
用
意
し
て
き
た

手
提
げ
袋
に
食
材
を
入
れ
て
、

何
度
も
重
み
を
確
か
め
な
が
ら

嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

　
ス
イ
カ
割
り
の
体
験
で
は
、

初
め
て
経
験
す
る
子
ど
も
も
多

く
、
目
隠
し
を
し
て
﹁
も
っ
と

左
﹂﹁
も
っ
と
前
﹂
な
ど
と
友
だ

ち
の
声
を
頼
り
に
棒
を
振
り
ま

し
た
。
ス
イ
カ
に
当
た
っ
て
も

割
れ
な
か
っ
た
り
、
友
だ
ち
や

先
生
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た

り
と
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
夕
食
作
り
で
は
、
包
丁
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
の
手
元
に
保
育

者
は
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま

し
た
が
、
園
で
収
穫
し
た
野
菜

や
自
分
た
ち
で
買
っ
て
き
た
材

料
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
友
だ
ち
や
保
育
者
と
い
っ
し

ょ
に
作
っ
た
夕
ご
飯
は
格
別
に

お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
、
お
腹

一
杯
に
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。

　
友
だ
ち
と
協
力
し
た
り
、
自

分
で
必
要
な
身
の
回
り
の
こ
と

を
行
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
た
り
す
る
体
験
を

通
し
て
、
仲
間
と
協
力
し
合
う

楽
し
さ
や
、
自
分
の
力
で
や
り

遂
げ
た
達
成
感
、
充
実
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
︵
日
︶
に
船
戸
地
区

に
て
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
﹁
ふ
な
と
夏
の
大
作
戦
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
流
保

全
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
今

年
も
15
組
44
人
と
た
く
さ
ん
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
四
万
十
川
源
流
域

の
草
引
き
や
ア
メ
ゴ
と
う
な
ぎ

の
つ
か
み
取
り
を
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
飯
盒
で
炊
い
た
お
米

の
カ
レ
ー
と
ア
メ
ゴ
の
串
焼
き

を
食
べ
ま
し
た
。

﹁
ふ
な
と
夏
の
大
作
戦
﹂

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
で
に
ぎ
わ
う

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
　
船
戸
活
性
化
委
員
会

　︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
梓
︶

▲うなぎをつかんだよ

▲アメゴをがぶり ▲まずは草引きから

は
ん
ご
う

▲スイカはどこ？

▲次は何買う？

。



広報 つのちょう 22

令和６年９月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和６年 ７月末日現在）

総人口　5,252人(-12）
　男　　2,481人(‒6）
　女　　2,771人(‒6）
世帯数　2,592世帯(‒7）

カッコ内は前月対比

　
　
　
編
集
後
記

　
９
月
に
入
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
ね
。今
月
号
の
表
紙

は
、
８
月
15
日
に
行
わ
れ
た

津
野
町
夏
祭
り
で
の
１
枚
で

す
。大
変
暑
い
中
、大
勢
の
人

が
来
ら
れ
、
屋
台
や
ス
テ
ー

ジ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
は
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

今
月
号
は
夏
祭
り
の
他
に
も

大
会
結
果
や
イ
ベ
ン
ト
の
よ

う
す
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
い

夏
が
満
載
の
９
月
号
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
事
務
局
）

はじめてのおたんじょうび

み
ん
な
の
作
品

　
今
月
号
で
は
東
津
野
中
学
校
の

生
徒
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（白河瀬）
濱口　陽向くん

保護者　千遥

令和５年９月28日生まれ

はじめまして！ひなた
です♪引き出しを開けた
り冷凍庫の中身を出すの
にハマってます！大好き
なお姉ちゃんと早く一緒
に走りまわりたいな よ
ろしくね！

ひなた（北川）
村田　礼陽くん

保護者　大

令和５年９月25日生まれ

　ニコニコ可愛い笑顔で
周りをパッと明るくして
くれる我が家のサンシャ
インボーイです。礼陽、
私たちの元へ生まれて来
てくれてありがとう♡

れ　お

東津野中 3年 稲田　遥日

令
和
５
年
度　
卒
業
制
作

は る ひ

東津野中 3年 戸田　樹里
じ ゅ り

東津野中3年 小野　陽菜
ひ な

東津野中 3年 高橋　未空
み　く

東津野中 3年 川上　結華
ゆ い か

東津野中 3年 又川　春真
は る ま

東津野中 3年 鈴木　颯太
そ う た

東津野中 3年 市川　夕海
ゆ う み

東津野中 3年 片岡　隼飛
は や と

東津野中 3年 片田　逸仁東津野中 3年 齋藤　菜々美
いちとな　な　み
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